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夏休みにおける注意事項
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１．福岡市感染症発生報告数（定点報告）

一般社団法人福岡市医師会

※福岡市HPを元に作成
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○手足口病

➢ 手足口病とは

手足や口の中などに水疱を伴う発しんが出る感染症

子どもを中心に、主に夏に流行（２歳以下が半数）

➢ 主な症状

口の中、手のひら、足底や足の甲等に水疱を伴う発しん

発熱（38度以下が多い）

数日間で自然に治るが、まれに重症化

➢ 感染経路

飛沫感染、接触感染、糞口感染（保育施設等は注意）
※厚生労働省HPを元に作成
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○手足口病

➢ 治療方法

特別な治療方法なし（症状に応じた対症療法）

次の症状などがある場合は早めに医療機関を受診

□ 高熱が続く □ 嘔吐する □ 呼びかけに答えない

□ 呼吸が速い □ 水分が取れない □ ぐったりしている など

➢ 予防方法

流水や石けんでの手洗い

タオルの共用を避ける

排泄物の適切な処理

基本的な感染対策が
感染拡大防止につながります

※厚生労働省HPを元に作成
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２．RSウイルスワクチン

RSウイルスワクチン（母子免疫ワクチン）

妊婦が接種することで抗体が胎盤を通じて胎児に移行

出生時からRSウイルスによる呼吸器感染症に対する予防効果

対象者 福岡市に住民登録がある

接種日時点で妊娠28週０日から36週6日の妊婦

接種回数 妊娠毎に１回

自己負担額 無料

※福岡市HPを元に作成

今年度より妊婦を対象とした定期接種開始
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３．HPVワクチン

HPVワクチン

子宮頸がん等の原因となるHPV(ヒトパピローマウイルス)

への感染を防ぐことで がん発症リスクを低減

対象者 小学６年生～高校１年生相当の年齢の女子

接種回数 ２回または３回

（接種年齢等によりタイミングや回数が異なる）

自己負担額 無料

※福岡市HPを元に作成

８月土曜日は「ＨＰＶワクチン接種強化日」
福岡市医師会および福岡市ホームページにて公開中
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４．肺炎球菌ワクチン

肺炎球菌ワクチン

気管支炎、肺炎、敗血症など重い合併症を起こす原因となる

肺炎球菌への感染を予防し、重症化を防ぐためのワクチン

対象者 ①６５歳の方

②６０歳以上６５歳未満で一定の基礎疾患のある方

接種回数 １回

自己負担額 ５,９００円

※福岡市HPを元に作成

今年度から使用ワクチンが
より予防効果が期待されるワクチンに変更
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５．帯状疱疹ワクチン

対象者(令和８年度)

接種回数／自己負担額

生ワクチン１回（4,900円／回）、組換えワクチン２回（12,000円／回）

定期接種

① 年度中に 65､70､75､80､85､90､95､100歳 となる方

【接種期間】令和８年４月１日～令和９年３月３１日

② ６０歳以上６５歳未満で､ヒト免疫不全ウイルスによる

免疫機能の障がいがある方

任意接種
接種日当日に 50､55､60歳 の方

【接種期間】誕生日前日～翌年の誕生日前日まで

接種対象になるのは上記年齢に達した年のみ
５年後に再度接種対象にはなりません

※福岡市HPを元に作成
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６．福岡市医師会からのご案内

福岡市医師会ホームページ
で配信中！

予防接種をご希望の方は

福岡市医師会ホームページ

「予防接種実施医療機関検索」参照のうえ

直接 医療機関にご予約ください

https://www.city.fukuoka.med.or.jp/FMANet/app/vaccination.php https://www.city.fukuoka.med.or.jp/citizens/premp/
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７．夏休みにおける注意事項

➢ 熱中症対策

暑さを避け、こまめな水分・塩分補給を

➢ 感染症予防

手洗い・換気など基本的な感染予防を徹底

➢ 生活環境

未成年の飲酒・喫煙・市販薬の過量服用・違法薬物など

危険な誘いには近づかない

かかりつけ医や地域の医療機関へご相談を
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